
世界的な新型コロナウイルスのパンデミック発生により、
臨床検体によらずウイルスの動態を調査できる下水疫学
調査（下水道サーベイランス）が注目されています。
本研究はポリマーブラシに抗体を積層固定することで、
標的ウイルスを大量・確実に捕捉・濃縮する技術を開発し、
従来手法ではウイルス濃縮効率が低い点を解決します。
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技術内容

下水疫学調査サービス事業に最適な
ポリマーブラシ型超高効率
ウイルス濃縮技術の確立

図1　単層膜と積層膜によるウイルス捕捉イメージ

図2　電子線グラフト重合法による抗体積層膜作製スキーム

図3　HRP-標識二次抗体による一次抗体導入確認 図6　新型コロナウィルス抗体の導入確認（発光法）

図5　単層膜と積層膜の抗体固定量の違い（発色法）

従来の固定化法
（一次元単層固定：低濃縮率）
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提案する高効率濃縮材料
（三次元積層固定：高濃縮率）
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図4　一次抗体導入確認（発光法）
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